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去
る
四
月
二
十
七
日
午
後
一
時
か
ら
、
明
照

会
館
会
議
室
で
、
三
三
の
常
務
理
事
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　
議
長
に
若
槻
修
道
理
事
長
、
議
事
録
署
名
委

員
に
斎
藤
恰
洲
、
岩
崎
宗
秀
の
両
師
を
選
ん
で

議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
事
業
の
推

進
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

開
か
れ
た
全
仏
常
務
理
事
会

一
　
　
　
　
言

　
若
槻
理
事
長
よ
り
上
程
。
加
藤
実
行
委
員
長

挨
拶
の
後
、
杜
多
国
際
文
化
部
長
が
、
復
興
事

業
の
経
過
を
説
明
し
、
ま
も
な
く
期
限
切
れ
に
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な
る
現
規
約
に
つ
き
、
現
状
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
し
た
改
正
案
を
次
の
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
上
程
し
た
い
と
説
明
、
承
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
第
二
号
「
負
担
金
問
題

議
案
を
審
義
承
認
野
戦
薫
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
件
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
槻
理
事
長
よ
り
上
程
。
次
の
理
事
会
に
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貝
会
設
置
の
議
案
を
上
程
す
る
こ
と
が
承
認
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
。

回総会7同宗連の第

30数教団が出席して
…㎜剛㎜㎜㎜測㎜剛㎜㎜㎜㎜㎜剛㎜剛㎜備㎜測㎜…

　
同
宗
連
（
同

和
問
題
に
と
り

く
む
宗
教
教
団

連
帯
会
議
）
の

第
七
回
総
会
が
、

去
る
四
月
二
＋

三
日
二
十
四
日

の
両
日
に
わ
た

り
、
三
十
数
教

団
の
出
席
を
得

て
、
天
理
教
第

三
十
八
母
屋
、
に

お
い
て
開
催
さ

れ
た
。

　
今
回
の
総
会

で
は
、
六
＋
一

年
度
事
業
報
告
、

会
計
報
告
が
な

企
画
委
貝
長
教
団
に
日
本
基
督
教
団
、
広
報
委

貝
長
教
団
に
真
言
宗
豊
山
派
、
監
事
教
団
に
善

隣
会
、
時
宗
、
常
任
委
貝
教
団
に
金
光
教
、
立

正
佼
成
会
、
天
台
宗
、
日
本
聖
公
会
、
真
言
宗

御
室
派
、
融
通
念
仏
宗
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
、

黒
住
教
、
大
本
教
、
真
言
宗
智
山
派
、
東
寺
真

言
宗
、
三
法
真
教
教
団
が
選
出
さ
れ
た
。
ま
た

同
宗
連
事
務
局
は
議
長
教
団
の
曹
洞
宗
に
、
議

長
に
は
村
井
禅
祐
師
が
就
任
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
六
十
二
年
度
事
業
計
画
案
、

一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
案
が
提
出
さ
れ
承
認

さ
れ
た
。…

宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
…

　
…
　
　
　
茨
城
県
仏
主
催
・
土
浦
で
…

　
去
る
五
月
八
日
、
茨
城
県
仏
教
会
主
催
に
よ

る
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
：
（
後
援
・
全
日
本
仏
教

会
、
山
一
謹
券
株
式
会
社
）
が
、
土
浦
市
の
東

武
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
当
日
の
出

席
者
は
約
九
十
名
。
茨
城
県
下
は
二
回
目
の
開

催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式

の
講
演
で
は
参
加
者
の
質
問
が
相
次
ぎ
、
大
変

充
実
し
た
会
と
な
っ
た
。

さ
れ
た
後
、
役
員
改
選
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
新
し
く
議
長
教
団
に
曹
洞
宗
、
副
議
長
教
団

に
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
真
宗
大
谷
派
、
天
理

教
、
浄
土
宗
、
神
社
本
庁
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、

差
別

　
差
別
戒
名
に
よ
っ
て
、
死
後
も
な
お
不
当
な

差
別
を
受
け
て
き
た
人
々
が
い
る
。
仏
教
者
が

お
か
し
た
大
変
な
愚
行
で
あ
る
。
こ
の
歴
史
的

事
実
を
謝
罪
し
、
二
度
と
く
り
か
え
さ
な
い
こ

と
を
自
覚
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
、
こ
れ
ら
の

人
々
の
慰
霊
の
た
め
の
法
要
、
　
「
差
別
戒
名
慰

霊
法
要
」
　
（
主
催
・
天
台
宗
）
が
、
去
る
五
月

十
五
日
、
開
創
千
二
百
年
慶
讃
大
法
要
が
執
行

さ
れ
て
い
る
天
台
宗
の
比
叡
山
延
暦
寺
根
本
中

堂
に
お
い
て
、
多
数
の
関
係
者
を
集
め
て
、
厳

か
に
執
行
な
わ
れ
た
。 戒

名
慰
霊
法
要　
　
　
…
比
叡
山
延
暦
…

　
　
　
…
寺
で
厳
修
…

　
当
日
は
、
天
台
宗
信
越
教
区
、
岡
山
教
区
を

は
じ
め
近
県
地
区
の
関
係
者
、
大
西
正
義
部
落

解
放
同
盟
中
央
本
部
副
委
員
長
ら
が
参
列
。
全

日
本
仏
教
会
か
ち
は
、
大
山
義
信
同
和
推
進
部

長
が
出
席
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
た
っ
た
江
田
広
典
宗
務
総
長
は
、

こ
れ
ま
で
の
反
省
と
謝
罪
を
述
べ
、
差
別
の
な

い
浄
仏
国
土
窟
設
を
誓
う
と
と
も
に
、
こ
こ
に

祀
ら
れ
て
い
る
位
牌
は
法
華
総
持
院
の
阿
弥
陀

堂
に
奉
祀
し
、
永
代
供
養
を
す
る
こ
と
を
表
明

し
た
。
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蕪灘祝
賀
行
事
が
始
ま
っ
た
超
満
員
の
大
公
会
堂

…
欝

、
筆

陣

峨妻

壁読経無数轟糠轟li毒念掌鋸
盤泰泰泰比量泰泰繋泰下席泰繋泰繋証券影写泰泰泰華華繋泰

総
勢
七
十
三
名
、

六
日
間
の
旅

　
五
月
九
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
六
日
間
、
全
盤
主
催
の
『
タ
イ
国
王
御
生
誕
六
十
年
祝
賀
ツ

ア
ー
』
（
旅
行
主
催
・
日
本
旅
行
）
が
、
各
宗
派
か
ら
多
数
の
参
加
者
を
集
め
て
施
行
さ
れ
た
。

団
長
を
近
藤
国
里
師
（
真
言
宗
智
山
派
）
、
副
団
長
を
板
垣
降
寛
師
（
浄
土
宗
）
、
新
井
騒
騒
師

（
真
言
宗
豊
山
派
）
が
務
め
、
全
館
事
務
局
か
ら
隠
名
、
日
本
旅
行
か
ら
添
乗
員
三
名
が
同
行
。

ま
た
、
今
回
の
祝
賀
行
事
に
W
F
B
本
部
か
ら
公
式
に
招
待
を
受
け
て
い
た
阿
部
野
竜
正
懸
仏

会
長
（
高
野
山
真
言
宗
管
長
）
一
行
も
同
行
さ
れ
、
総
勢
七
十
三
名
の
大
旅
行
団
と
な
っ
た
。

上
田
社
会
部
次
長
が
ツ
ア
：
の
模
様
を
報
告
す
る
。

全
身
か
ら
吹
き
出
す
汗

　
暑
い
。
バ
ン
コ
ク
国
際
空
港
に
降
り
た
つ
と

軽
い
め
ま
い
を
覚
え
た
。
湿
気
を
多
く
含
ん
だ

ど
ん
よ
り
し
た
暑
さ
に
汗
が
全
身
か
ら
吹
き
出

す
。
摂
氏
三
十
七
度
。
出
発
時
の
日
本
の
気
温

が
二
十
度
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
気
温
差

は
厳
し
い
。

　
翌
日
、
五
月
十
日
、
午
前
中
は
市
内
観
光
。

観
光
ボ
ー
ト
で
運
河
を
い
く
。
水
上
生
活
者
の

家
を
両
岸
に
み
な
が
ら
、
水
上
マ
ー
ケ
ッ
ト
ま

で
の
船
旅
で
あ
る
。
彼
等
の
生
活
を
の
ぞ
き
蔑

し
て
い
く
の
は
悪
趣
味
で
あ
る
が
、
河
に
む
か

っ
て
開
け
放
た
れ
て
い
る
た
め
、
家
の
中
の
様

子
が
、
容
赦
な
く
目
に
入
っ
て
く
る
。
お
年
寄

り
が
少
な
く
、
子
供
が
多
い
。
泥
の
よ
う
な
汚

れ
た
川
で
素
裸
の
幼
児
が
水
遊
び
を
し
て
い
る
。

皆
、
元
気
で
た
く
ま
し
い
。
た
だ
、
所
在
な
さ

げ
に
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
若
者
た
ち
の
表
情
は

暗
い
。
バ
ン
コ
ク
の
鋤
彫
で
ぷ
ら
ぶ
ら
し
て
い

る
若
者
と
同
じ
顔
だ
。
バ
ン
コ
ク
と
い
う
大
都

会
の
陰
の
姿
が
灰
か
に
み
え
る
。

　
網
の
目
の
よ
う
な
運
河
は
、
チ
ャ
オ
・
プ
ラ

や
川
の
大
河
に
そ
そ
ぐ
。
大
河
に
の
ぞ
む
ワ
ッ

ト
・
ア
ル
ン
（
暁
の
寺
）
、
対
岸
に
そ
び
え
る

王
宮
、
ワ
ッ
ト
・
プ
ラ
ケ
オ
（
エ
メ
ラ
ル
ド
寺

院
）
。
し
つ
こ
く
つ
き
ま
と
う
物
売
り
の
攻
撃
を

す
り
ぬ
け
な
が
ら
の
観
光
。
盗
難
に
気
を
つ
け

る
よ
う
ガ
イ
ド
さ
ん
に
い
わ
れ
て
い
る
た
め
多

少
緊
張
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に

し
て
も
暑
い
。
照
り
つ
け
る
太
陽
に
、
記
念
写

真
の
わ
ず
か
の
立
ち
止
ま
り
も
苦
痛
で
あ
る
。
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し
か
し
、
こ
の
強
い
日
射
し
を
受
け
て
、
タ
イ

の
寺
院
建
築
は
美
し
く
輝
き
そ
び
え
る
。
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●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

　
祝
賀
行
事
に
出
席

　
そ
の
日
の
午
後
、
我
々
は
国
王
御
生
誕
六
十

年
の
祝
賀
行
事
に
出
席
し
た
。

　
『
国
王
の
今
後
の
御
健
勝
を
お
祈
り
す
る
会
』

邦
題
を
つ
け
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
題
に

な
る
で
あ
ろ
う
か
。
国
王
の
た
め
の
読
経
と
瞑

想
の
会
で
あ
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
国
王
は
体

調
を
く
ず
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
欠
席
で
あ
っ
た
。

　
会
場
は
、
バ
ン
コ
ク
市
郊
外
ナ
コ
ー
ム
・
バ

ト
オ
ム
州
の
「
ブ
ッ
ダ
・
マ
ン
ダ
ラ
」
と
い
う

千
エ
ー
カ
ー
の
広
大
な
公
園
の
中
に
あ
る
大
公

会
堂
で
あ
る
。
タ
イ
国
で
は
、
仏
数
二
千
五
百

年
を
記
念
し
て
、
こ
の
「
ブ
ッ
ダ
・
マ
ン
ダ
ラ
」

を
建
設
中
。
そ
の
広
大
な
土
地
に
は
、
全
長
十

五
メ
ー
ト
ル
の
仏
陀
の
立
像
を
中
心
に
し
て
会

議
場
、
公
会
堂
、
比
丘
た
ち
の
住
居
な
ど
が
点

在
し
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
間
を
縫
う
よ
う
に
、

仏
教
と
仏
陀
の
生
活
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
植
樹
、

河
、
花
畑
が
広
が
る
。
ま
さ
に
仏
教
を
象
徴
す

る
一
大
マ
ン
ダ
ラ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
、

工
事
中
で
、
未
整
備
の
赤
土
が
む
き
だ
し
に
な

っ
て
い
る
部
分
も
多
い
が
、
建
物
等
は
完
成
し

て
お
り
、
調
和
の
と
れ
た
す
ば
ら
し
い
景
観
で

あ
る
。
完
成
の
あ
か
つ
き
に
は
、
タ
イ
国
仏
教

の
中
心
的
役
割
り
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
と
の

こ
と
。

　
さ
て
、
大
会
で
あ
る
が
、
我
々
ツ
ア
ー
一
行

は
、
阿
部
野
全
仏
会
長
を
先
頭
に
、
男
女
学
生

が
合
掌
し
て
迎
え
る
中
を
通
っ
て
、
会
場
に
入

っ
て
い
っ
た
（
表
紙
写
真
参
照
）
。

　
何
千
人
集
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
と
に

バンコク、暁の寺からチャオ・プラや川を臨む

か
く
大
変
な
人
の
数
で
あ
る
。
ホ
ー
ル
の
両
側

の
ロ
ビ
ー
に
も
席
が
設
置
さ
れ
、
会
場
内
の
模

様
が
T
V
モ
ニ
タ
ー
で
放
映
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
こ
も
満
干
で
あ
る
。

賑
や
か
に
テ
レ
ビ
放
映

　
W
F
B
各
支
部
代
表
者
、
海
外
か
ら
の
招
待

客
、
タ
イ
の
比
丘
た
ち
、
そ
し
て
地
元
の
仏
教

徒
た
ち
が
参
集
。
T
V
局
も
数
社
中
継
に
来
て

い
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
そ
の
晩
の
バ

ン
コ
ク
の
ニ
ュ
ー
ス
で
大
会
の
模
様
が
放
映
さ

れ
、
全
仏
ツ
ア
ー
の
入
場
風
景
も
映
さ
れ
た
そ

う
で
あ
る
。

　
舞
台
に
タ
イ
の
比
丘
た
ち
六
十
数
名
が
上
が

り
、
い
よ
い
よ
開
催
。
ま
ず
三
帰
依
文
を
一
同

読
経
。
数
千
人
が
合
掌
す
る
様
は
壮
観
で
あ
る
。

こ
の
会
場
に
は
世
界
中
の
仏
教
徒
が
集
結
し
て

い
る
。
そ
ん
な
連
帯
感
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
。

　
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
会
場
内
を
走
り
ま
わ
り
な

が
ら
、
ひ
と
つ
驚
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ

は
、
T
V
局
の
人
も
、
警
備
の
人
も
、
手
伝
い

の
学
生
た
ち
も
皆
、
仕
事
の
手
を
休
め
て
合
掌

を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
国
の

人
々
に
は
、
仏
教
が
し
み
こ
ん
で
い
る
。
静
か

な
感
動
が
あ
っ
た
。

　
タ
イ
国
は
、
国
民
の
九
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
が

仏
教
徒
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
男
子
の
ほ
と

ん
ど
が
成
人
す
る
ま
で
に
、
数
年
の
僧
院
生
活

を
経
験
す
る
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
、
こ
の
国
の

仏
教
信
仰
の
根
強
さ
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
三
十
分
の
瞑
想
の
後
、

各
自
が
ろ
う
そ
く
と
線
香
を
持
っ
て
仏
陀
の
立

像
ま
で
巡
礼
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
進

行
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
た
た
め
、
残
念
な
が
ら
、

我
々
一
行
は
瞑
想
が
終
わ
っ
た
時
点
で
先
に
失

礼
し
た
。

　
翌
日
の
午
前
中
は
、
バ
ン
コ
ク
市
内
に
あ
る

W
F
B
本
部
で
開
催
さ
れ
た
『
留
学
僧
を
励
ま

し
、
施
食
を
す
る
会
』
に
出
席
。
こ
れ
は
、
タ

イ
に
留
学
し
て
い
る
僧
を
励
ま
し
、
ま
た
彼
等

の
ス
ポ
ン
サ
；
に
な
っ
て
い
る
協
会
の
人
々
を

讃
え
る
会
で
あ
り
、
祝
賀
行
事
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
五
月
の
第
二
満
月
の
聖
な
る
こ
の
日
に
行

わ
れ
た
。

　
前
日
の
会
と
比
べ
て
だ
い
ぶ
規
模
は
小
さ
い

も
の
の
、
こ
の
会
場
も
満
貝
。
W
F
B
に
加
入

し
て
い
る
世
界
二
十
三
か
国
の
代
表
者
や
、
地

元
の
仏
教
信
者
な
ど
が
参
集
。
舞
台
に
は
二
十

数
名
の
留
学
僧
の
方
々
が
あ
が
り
、
読
経
が
続

け
ら
れ
た
。

身
体
も
暑
さ
に
慣
れ
て

　
と
こ
ろ
で
、
前
日
の
公
会
堂
も
そ
う
で
あ
っ

た
が
、
会
場
に
冷
房
設
備
が
な
い
。
超
騒
騒
の

会
場
は
湿
度
が
高
い
こ
と
も
あ
っ
て
大
変
な
不

快
指
数
で
あ
る
。

　
現
地
の
方
は
慣
れ
て
い
る
の
か
、
涼
し
い
顔

で
汗
を
か
い
て
い
る
様
子
も
な
い
。
我
々
は
流

れ
る
汗
と
の
格
闘
で
あ
る
。
長
居
は
苦
痛
、
早

々
に
引
き
上
げ
た
。

　
タ
イ
で
二
日
間
を
過
ご
し
た
が
、
ツ
ア
ー
の

皆
さ
ん
は
大
変
元
気
で
、
ひ
ど
く
体
調
を
く
ず

さ
れ
た
方
は
ひ
と
り
も
い
な
い
。
ホ
テ
ル
が
一

流
で
快
適
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
れ
に
思
っ
た

一4一
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以
上
に
食
事
が
日
本
人
の
口
に
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
、
元
気
の
も
と
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
身

体
も
よ
う
や
く
暑
さ
に
慣
れ
て
き
た
よ
う
で
あ

る
。

　
古
都
チ
ェ
ン
マ
イ
へ

　
そ
の
日
の
夜
、
ツ
ア
：
一
行
の
う
ち
、
約
六

十
名
が
チ
ェ
ン
マ
イ
へ
出
発
し
た
。
チ
ェ
ン
マ

イ
は
バ
ン
コ
ク
か
ら
北
に
約
七
百
キ
ロ
。
ラ
オ

ス
、
ビ
ル
マ
国
境
に
近
い
古
都
で
あ
る
。
飛
行

機
だ
と
約
一
時
間
で
到
着
す
る
。

　
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
び
、
混
沌
と
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
み
ち
あ
ふ
れ
た
国
際
都
市
バ
ン
コ
ク

と
は
違
っ
て
、
緑
が
多
く
、
ほ
こ
り
っ
ぼ
く
、

蚊
が
多
く
、
良
く
も
悪
く
も
大
変
の
ど
か
な
地

方
都
市
で
あ
る
。
バ
ン
コ
ク
の
人
々
と
は
、
民

族
が
違
い
、
そ
の
生
活
習
慣
や
気
質
も
だ
い
ぶ

違
う
そ
う
だ
が
、
た
し
か
に
そ
の
よ
う
な
趣
は

感
じ
ら
れ
た
。

　
ホ
テ
ル
に
到
着
し
た
の
は
、
午
後
九
時
を
す

日
本
兵
の
慰
霊
碑
を
前
に
読
経
す
る
ツ
ア
ー
一
行

ぎ
て
い
た
。
ホ
テ
ル
の
や
や
う
す

暗
い
タ
イ
式
の
ロ
ビ
：
で
、
美
女

が
飲
物
を
ふ
る
ま
い
我
々
一
行
を

歓
迎
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
に
し
て

も
、
こ
の
ヂ
ェ
ン
マ
イ
と
い
う
土

地
は
美
人
が
多
い
。
チ
ェ
ン
マ
イ

滞
在
の
二
日
間
で
、
我
々
は
、
空

港
で
、
お
み
や
げ
屋
で
、
デ
ィ
ナ

ー
シ
ョ
ー
で
数
多
く
の
美
女
と
遭

遇
し
た
。

　
話
を
も
と
に
も
ど
す
。

　
翌
日
は
午
前
中
か
ら
寺
院
め
ぐ

り
。
標
高
約
千
メ
ー
ト
ル
の
山
頂

に
あ
る
プ
ラ
タ
ッ
ド
・
ド
イ
ス
テ

ー
プ
寺
院
。
三
百
六
段
の
石
段
を

登
っ
て
い
く
。
そ
の
後
、
市
街
に

も
ど
り
王
家
歴
代
の
墓
所
が
あ
る

ス
ワ
ン
ド
ー
ク
寺
院
、
千
三
百
年

建
立
の
プ
ラ
シ
ン
寺
院
等
々
を
見

学
。　
照
り
つ
け
る
太
陽
の
日
射
し
が

大
変
厳
し
い
。
帽
子
を
か
ぶ
っ
て

い
な
い
と
日
射
病
に
な
り
そ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
金
色
に
輝
く
寺
院
、
純
白
の
仏

塔
は
太
陽
の
光
を
反
射
さ
せ
ま
ぶ
し
い
、
サ
ン

グ
ラ
ス
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
、
湿
度
が
低
い

た
め
、
か
ら
っ
と
し
た
暑
さ
で
あ
る
。

親
し
み
易
い
お
釈
迦
様

　
タ
イ
は
、
上
座
仏
教
で
あ
り
、
寺
院
の
本
尊

は
い
う
ま
で
も
な
く
お
釈
迦
様
で
あ
る
。
バ
ン

コ
ク
で
み
た
仏
像
は
、
日
本
の
仏
像
と
比
べ
て

ず
い
ぶ
ん
親
し
み
や
す
い
と
思
っ
た
の
だ
が
、

こ
の
チ
ェ
ン
マ
イ
で
拝
し
た
お
釈
迦
様
は
さ
ら

に
親
し
み
や
す
い
印
象
を
受
け
た
。
ユ
ー
モ
ラ

ス
で
す
ら
あ
る
。
ス
ワ
ン
ド
ー
ク
寺
院
の
大
き

な
釈
迦
像
は
、
両
脇
に
お
と
う
さ
ん
と
お
か
あ

さ
ん
の
座
像
を
従
え
て
い
る
。
な
ん
と
も
ほ
ほ

え
ま
し
い
。
ほ
ほ
え
ま
し
い
と
い
え
ば
、
寺
院

の
境
内
に
あ
る
僧
院
に
は
、
日
本
で
い
え
ば
小

学
生
く
ら
い
の
可
愛
い
修
行
僧
が
い
た
。
カ
メ

ラ
を
む
け
る
と
に
こ
に
こ
し
て
応
え
て
く
れ
る
。

こ
の
土
地
の
仏
教
は
、
な
に
か
の
ど
か
で
心
優

し
い
。

日
本
兵
の
慰
霊
碑
参
拝

　
寺
院
め
ぐ
り
の
最
後
に
案
内
さ
れ
た
の
が
、

ワ
ッ
ト
．
ム
！
ン
サ
ー
ン
。
か
つ
て
の
野
戦
病

院
の
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
寺
院
で
、
イ
ン
パ
ー

ル
作
戦
で
負
傷
、
戦
死
し
た
日
本
兵
の
慰
霊
碑

が
あ
る
と
の
こ
と
。
猛
暑
の
中
の
寺
院
め
ぐ
り

に
、
ほ
と
ほ
と
疲
れ
、
早
く
ホ
テ
ル
に
帰
っ
て

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た
い
と
い
っ
て
い
た
方
た
ち

も
、

「
そ
れ
は
是
非
、
お
参
り
さ
せ
て
い
た
だ
か
な

く
て
は
」

顔
が
真
剣
に
な
る
。

　
そ
の
寺
は
チ
ェ
ン
マ
イ
市
街
に
あ
る
ご
く
あ

り
ふ
れ
た
寺
院
で
あ
っ
た
。
門
が
狭
く
て
、
バ

ス
が
入
れ
な
い
た
め
、
門
の
外
で
バ
ス
か
ら
降

り
た
。
比
較
的
狭
い
境
内
を
横
切
っ
て
い
く
と
、

資
料
館
の
よ
う
な
建
物
に
つ
き
あ
た
る
。
そ
れ

が
、
寺
院
で
あ
る
。
そ
の
建
物
の
前
に
慰
霊
薄
層

が
あ
っ
た
。
昭
和
五
十
年
に
日
本
か
ら
慰
霊
団

が
来
て
い
る
。

　
早
速
、
阿
部
野
会
長
を
導
師
に
般
若
心
経
を

一
巻
読
み
あ
げ
、
碑
に
花
や
線
香
を
た
む
け
た
。

そ
の
後
、
建
物
の
中
に
入
り
、
我
々
の
お
審
銭

を
、
阿
部
野
会
長
よ
り
、
そ
こ
の
若
い
住
職
に

手
渡
し
、
短
か
い
経
を
読
ん
で
い
た
だ
い
た
。

　
戦
火
を
く
ぐ
っ
て
き
た
方
々
は
、
皆
さ
ん
、

そ
れ
ぞ
れ
の
感
慨
が
あ
る
ら
し
く
、
深
く
こ
う

べ
を
た
れ
て
合
掌
し
て
お
ら
れ
た
。

　
か
つ
て
こ
の
地
で
、
負
傷
し
た
日
本
兵
が
、

日
本
に
残
し
た
両
親
や
家
族
を
お
も
い
な
が
ら
、

無
念
の
心
で
息
を
引
き
取
っ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。　
戦
争
と
い
え
ば
、
こ
の
の
ど
か
な
土
地
か
ら

数
百
キ
ロ
し
か
離
れ
て
い
な
い
国
境
付
近
で
は

絶
え
ず
こ
ぜ
り
あ
い
が
続
い
て
い
る
。
隣
国
の

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
動
乱
は
ま
だ
終
結
し
て
い
な
い
。

難
民
が
タ
イ
に
逃
れ
て
く
る
。
我
々
の
バ
ス
の

ガ
イ
ド
さ
ん
（
三
十
歳
ぐ
ら
い
の
ラ
オ
ス
国
境

付
近
の
出
身
者
）
も
か
つ
て
兵
役
で
、
腕
に
弾

丸
を
受
け
た
と
い
う
。
世
界
は
不
気
味
に
動
い

て
い
る
一
。

　
翌
日
、
我
々
は
、
ま
た
喧
喋
の
バ
ン
コ
ク
に

一5一
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も
ど
り
一
泊
。
五
月
十
四
日
、
日
本
へ
の
帰
路

に
つ
い
た
。
バ
ン
コ
ク
国
際
空
港
へ
の
道
す
が

ら
、
あ
い
か
わ
ら
ず
薄
汚
れ
た
街
で
は
あ
っ
た

が
、
し
か
し
、
来
た
時
の
印
象
と
は
だ
い
ぶ
違

う
。
と
て
も
親
し
み
を
覚
え
て
い
る
こ
と
に
気

が
つ
い
た
。

　
猛
暑
の
中
、
六
日
間
と
い
う
短
い
旅
行
で
は

あ
っ
た
が
、
全
員
無
事
に
全
日
程
を
消
化
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
非
常
に
充
実
し
た
、
か
つ
意

義
深
い
旅
行
で
あ
っ
た
と
思
え
る
。

　
帰
っ
た
日
本
は
、
冷
た
い
雨
が
そ
ぼ
ふ
る
気

温
十
一
度
。
高
温
に
よ
う
や
く
慣
れ
た
身
体
に

こ
の
低
温
は
厳
し
か
っ
た
。

祝
賀
行
事
の

　
タ
イ
国
王
御
生
誕
六
十
年
祝
賀
行
事
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
　
「
仏
教
セ
ミ
ナ
ー
」
が
去
る
五
月

九
日
、
バ
ン
コ
ク
市
内
に
あ
る
タ
マ
サ
ッ
ト
大

学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
W
F
B
（
世
界
仏
教
徒

連
盟
）
と
タ
イ
国
六
つ
の
仏
教
会
共
催
に
よ
る

も
の
で
、
世
界
七
ケ
国
か
ら
計
八
名
の
発
表
者

が
、
各
国
の
仏
教
事
情
や
各
宗
派
の
教
義
実
践

の
特
徴
な
ど
を
発
表
し
た
。

　
日
本
を
代
表
し
て
は
、
松
濤
弘
道
師
（
上
野

学
園
講
師
・
浄
土
宗
）
が
「
日
本
仏
教
の
特
質
」

と
題
し
て
発
表
し
、
大
変
好
評
を
得
た
。
な
お

当
日
の
発
表
者
及
び
題
名
は
次
の
と
お
り
。

①
「
W
F
B
、
世
界
の
多
様
な
仏
教
徒
に
於
け

る
一
貫
性
」
W
F
B
会
長
サ
ン
ヤ
ダ
ル
マ
サ
ク

テ
ィ
氏
（
タ
イ
）

②
「
上
座
仏
教
」
ピ
ヤ
ダ
ッ
シ
マ
ハ
テ
ラ
師

（
ス
リ
ラ
ン
カ
）

③
「
仏
法
の
実
践
」
ジ
ャ
が
塗
師
（
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
）

環
、
七
ケ
国
が
参
加

④
「
中
国
仏
教
、
そ
の
過
去
と
現
在
」
中
国
仏

教
協
会
会
長
趙
撲
初
蝉
（
中
国
）

⑤
「
日
本
仏
教
の
特
質
」
松
濤
弘
道
師
（
日
本
）

⑥
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
け
る
仏
教
の
動
向
」
バ

バ
カ
ロ
師
（
イ
ギ
リ
ス
）

⑦
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
於
け
る
仏
教
の
動
向
」
ヴ
ィ
ラ
ダ
モ
ー
師

（
ニ
ュ
ー
ジ
：
ラ
ン
ド
）

⑧
「
仏
教
の
同
一
性
」
フ
ラ
ラ
ジ
ャ
ヴ
ァ
ラ
ム
轡

師
（
タ
イ
）

国
王
、
各
代
表
者
と
謁
見

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
日
の
午
後
四
時
よ
り
、
タ

イ
国
王
プ
ミ
ポ
ン
閣
下
は
、
バ
ン
コ
ク
市
内
の

王
宮
に
て
、
祝
賀
行
事
参
加
の
た
め
に
世
界
各

国
よ
り
バ
ン
コ
ク
で
参
集
し
た
W
F
B
支
部
代

表
者
、
比
丘
等
関
係
者
約
百
重
と
謁
見
さ
れ
、

各
代
表
者
よ
り
祝
意
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
受
け

と
り
に
な
ら
れ
た
。

　
日
本
か
ら
は
、
か
つ
て
タ
イ
国
に
僧
と
し
て

留
学
、
長
年
に
わ
た
っ
て
日
タ
イ
両
国
の
仏
教

交
流
親
善
に
尽
力
し
た
藤
井
真
水
師
（
増
徳
院

住
職
・
高
野
山
真
言
宗
）
と
、
仏
教
セ
ミ
ナ
ー

に
て
日
本
を
代
表
し
て
発
表
し
た
松
濤
弘
道
師

等
が
謁
見
さ
れ
た
。
阿
部
野
卑
仏
会
長
も
参
列

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
日
程
の
都
合
が

つ
か
ず
欠
席
し
た
。

国
王
ヘ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
阿
部
野
会
長
が
代
表
し
て

の
招
待
を
受
け
、
ツ
ア
ー
一
行
と
と
も
に
五
月

九
日
に
バ
ン
コ
ク
入
り
し
た
阿
部
野
竜
正
全
仏

会
長
は
、
タ
イ
国
王
プ
ミ
ポ
ン
閣
下
へ
向
け
て
、

世
界
中
の
大
乗
仏
教
徒
を
代
表
し
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
今
回
の
祝
賀
行
事
参
加
の
た
め
に

バ
ン
コ
ク
に
参
集
し
た
世
界
の
仏
教
徒
に
対
し

国
王
閣
下
よ
り
様
々
な
配
慮
が
な
さ
れ
た
こ
と

へ
の
感
謝
の
意
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
上
座
仏
教
徒
を
代
表
し
て
は
、
W
F
B

ネ
パ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
会
長
の
ア
ム
リ
タ
ナ
ン
ダ

師
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

タ
イ
国
王
御
生
誕
六
十
年
祝
賀
行
事
に
公
式

　
・
ヤ
●
Y
●
T
・
髄
▼
・
▼
●
Y
・
T
・
Y
●
Y
●
Y
・
Y
・
Y
●
Y
・
▼
・
ヤ
●
●
●
▼
●
Y
・
▼
。
Y
・
Y
・
ヤ
・
●
■
▼
●
▼
・
T
・
ヤ
・
●
・
▼
・
Y
・
7
・
ヤ
・
ヤ
・
●
6
▼
・
Y
●
Y
・
Y

　
去
る
五
月
五
日
、
韓
国
の
首
都
ソ
ウ
ル
に
て

恒
例
の
韓
国
花
ま
つ
り
（
仏
誕
二
千
三
百
五
十

一
年
奉
祝
法
要
式
）
が
開
催
さ
れ
た
。
本
会
か

祝
辞
を
読
み
上
げ
る
大
山
同
和
推
進
部
長

野
仏
か
ら
大
山

部
長
ら
が
参
列

ら
は
、
大
山
同
和
推
進
部
長
と
瀬
戸
財
務
部
次

長
が
参
列
。
日
本
か
ら
は
他
に
、
東
京
都
仏
教

連
合
会
、
曹
洞
宗
の
青
年
会
な
ど
か
ら
も
代
表

者
が
参
列
し
た
。

　
式
典
は
午
前
と
午
後
、
場
所
を
変
え
て
行
な

わ
れ
た
。
午
前
中
は
曹
漢
寺
。
境
内
を
う
め
つ

く
す
ほ
ど
の
万
燈
が
彩
り
を
添
え
る
中
、
数
十

万
の
参
詣
者
が
つ
め
か
け
た
。
こ
の
他
、
市
内

各
所
の
寺
院
で
も
観
燈
祭
が
お
こ
な
わ
れ
、
祝

祭
日
と
あ
い
ま
っ
て
、
ど
の
寺
院
も
家
族
連
れ

で
ご
っ
た
が
え
し
た
。

　
午
後
の
式
典
は
、
午
後
六
時
半
よ
り
市
街
の

公
園
で
行
な
わ
れ
、
こ
こ
で
は
大
山
同
和
推
進

部
長
が
祝
辞
を
読
み
あ
げ
た
。
式
典
の
後
は
、

提
灯
行
列
が
行
な
わ
れ
、
ソ
ウ
ル
の
街
は
遅
く

ま
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
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（
質
問
）

　
先
般
、
副
主
局
が
結
婚
し
ま
し
た
。
そ
の

と
き
の
費
用
は
法
人
か
ら
出
し
て
さ
し
つ
か

え
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
と
き
戴
い
た
お
祝

い
は
ど
の
よ
う
に
処
理
し
た
ら
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
（
秋
田
R
寺
住
職
）

（
回
答
）

　
結
論
か
ら
先
に
い
い
ま
す
と
、
結
婚
費
用

は
個
人
的
な
支
出
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
ら
、

法
人
か
ら
支
出
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

同
…
様
に
そ
の
と
き
戴
い
た
お
祝
い
は
、
同
じ

理
由
か
ら
個
人
的
な
所
得
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
戴
く
方
の
社
会
的
地
位
か
ら
み
て
相

当
な
範
囲
内
で
あ
れ
ば
そ
れ
に
は
課
税
さ
れ

　　　●　●　●　●　　●　●　●　o　，　o　●　●●　o　，

寺
院
住
職
の
生
活
に
私
的
な
部
分
が
発
生
し

て
き
た
こ
と
の
顕
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
一
方
で
は
、
大
半
の
住
職
方
は
二

十
四
時
間
を
公
の
為
、
寺
の
為
に
使
っ
て
い

る
の
だ
と
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
だ
か
ら
客
観
的
に
は
私
的
な
こ

と
で
あ
っ
て
も
見
方
に
よ
っ
て
は
公
の
た
め
、

寺
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
の
も
や
む
を
得
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
お
尋
ね
の
結
婚
式
や
そ

の
披
露
も
こ
れ
に
当
る
か
と
思
い
ま
す
。
即

ち
寺
院
住
職
が
後
継
者
を
育
て
る
こ
と
は
、

法
灯
を
継
承
さ
せ
る
為
の
重
要
な
任
務
で
す
。

け
れ
ど
も
従
弟
と
な
る
べ
き
人
材
は
そ
ん
な

に
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
現
今
に
お

ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
昭
和
五
十
三
年
に
曹
洞
宗
教
化

研
修
所
が
行
っ
た
「
宗
門
人
の
意
識
調
査
」

に
よ
れ
ば
、
寺
院
の
世
俗
傾
向
が
顕
著
に
な

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
つ
ぎ

の
五
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
一
は
寺

院
生
活
が
家
庭
化
し
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
、
第
二
に
僧
侶
の
も
つ
プ
ラ
イ
ベ
：
ト

な
側
面
が
増
大
し
て
き
て
い
る
こ
と
、
第
三

は
僧
侶
が
用
僧
化
し
て
い
る
こ
と
、
第
四
は

徒
弟
教
育
が
弱
体
化
し
て
き
た
こ
と
、
第
五

は
教
学
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
は
、

全
て
が
公
の
為
と
考
え
ら
れ
て
い
た
従
来
の

い
て
は
適
任
者
を
さ
が
す
こ
と
は
困
難
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
い
き
お
い
昔
の
よ
う
に
厳

し
い
従
弟
教
育
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ

し
て
僧
侶
に
妻
帯
が
認
め
ら
れ
て
か
ら
は
、

弟
子
を
自
分
の
子
ど
も
に
求
め
る
住
職
が
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
弟
子
が
結
婚

す
る
こ
と
は
、
そ
の
弟
子
の
子
ど
も
に
よ
っ

て
法
灯
を
継
承
さ
せ
る
可
能
性
が
で
て
き
た

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
寺
の
た
め
、
即
ち
公

の
為
に
も
大
変
慶
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

特
に
真
宗
系
寺
院
に
お
い
て
は
寺
院
規
則
の

な
か
で
「
姓
を
同
じ
く
す
る
者
が
後
継
住
職

に
な
る
」
旨
の
規
定
が
う
た
わ
れ
て
お
り
、

後
継
者
の
為
に
門
徒
さ
ん
ら
は
学
資
を
援
助

す
る
こ
と
が
慣
行
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
わ

け
で
す
。
で
す
か
ら
結
婚
と
い
う
一
般
人
に

と
っ
て
は
私
事
に
わ
た
る
こ
と
が
、
公
の
性

格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
結
婚
を
し
た
か
ら
と
い
っ

て
後
継
者
が
決
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

寺
院
住
職
や
副
住
職
た
る
も
の
は
私
的
な
部

分
も
あ
る
程
度
公
的
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
と

は
云
え
、
こ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
結
婚
が
寺

の
為
の
公
の
行
事
だ
と
し
て
寺
会
計
か
ら
出

費
す
る
こ
と
に
は
未
だ
社
会
的
な
合
意
が
得

ら
れ
て
い
な
い
と
み
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
結
婚
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新

た
に
若
監
守
や
若
大
黒
が
誕
生
す
る
わ
け
で

す
か
ら
、
そ
の
就
任
披
露
の
費
用
は
当
然
寺

会
計
か
ら
支
出
し
て
良
い
わ
け
で
す
。

　
税
金
問
題
は
仏
教
の
あ
り
方
を
改
め
て
考

え
さ
せ
て
く
れ
ま
す
が
、
と
り
わ
け
寺
院
生

活
の
家
庭
化
と
い
う
問
題
は
今
後
の
仏
教
界

の
方
向
を
考
え
る
う
え
で
極
め
て
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。

…
　
本
会
で
は
、
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日
午
…

…
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
、
長
谷
川
先
生
に
よ
…

…
る
「
法
律
無
料
相
談
室
」
を
開
設
し
て
い
ま
…
．

…
す
の
で
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
・
ま
た
・
本
覧
…

…
　
「
法
律
相
談
室
」
に
ご
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
…

…
た
ら
、
本
会
社
会
部
宛
お
送
り
下
さ
い
（
秘
…

…
密
厳
守
）
・

OO
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全仏30周年記念式典

10月7日、増上寺で開催

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

せ
い
た
し
ま
す
が
、

を
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
全
日
本
仏
教
会
下
団
創

立
三
十
周
年
記
念
式
典
は
、

全
仏
関
係
物
故
者
追
悼
法

要
、
全
土
関
係
功
労
者
表

彰
、
記
念
講
演
、
祝
賀
パ

ー
テ
ィ
ー
を
も
っ
て
、
本

年
十
月
七
日
に
増
上
寺
な

ら
び
に
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
は
、
　
「
日
本

仏
教
の
特
質
と
将
来
」
と

題
し
て
梅
原
猛
先
生
が
、

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、

五
百
名
の
関
係
者
の
出
席

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　
追
っ
て
逐
一
お
知
ら

皆
様
に
は
今
か
ら
ご
都
合

西
村
日
地
師

五
月
四
日
、
七
十
二
歳
で
遷
化
。

本
門
佛
一
宗
第
十
八
世
一
有
。
本
山
宥
清
寺
住

職
。　

　
一
　
璽
濯
務
葛
剣
録
童
曇

　
　
　
　
　
　
　
　
1
（
五
月
）
1

　
　
一
日
　
金
剛
院
落
慶
式
出
席

　
　
五
日
　
韓
国
花
ま
つ
り
出
席

　
　
七
日
　
鳥
居
敬
轡
師
本
葬
儀
参
列

　
　
八
日
　
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
（
土
浦
）

九
日
～
十
四
日
　
タ
イ
国
王
御
生
誕
六
十

　
　
　
年
祝
賀
ツ
ア
：

十
日
　
比
叡
山
開
白
法
要
出
席

　
　
　
念
法
真
教
新
庁
舎
落
慶
式
出
席

　
十
二
日

　
＋
五
日

　
十
八
日

　
二
十
日

二
＋
五
日

二
＋
六
日

二
十
七
日

二
十
九
日

神
社
本
庁
新
庁
舎
落
慶
式
出
席

比
叡
山
差
別
戒
名
法
要
出
席

監
査
会
・
局
内
会
議

文
化
庁
宗
務
課
と
の
懇
談
会

局
内
会
議

理
事
会

宗
教
部
会
出
席
（
大
阪
）

日
宗
連
理
事
会
出
席

ネ
パ
ー
ル
大
使
公
邸
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
出
席

　
お
こ
と
わ
り
　
『
同
和
推
進
の
た
め
に
』
は
、

今
回
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

戦
▼
．
言
◆
．
署
◆
箸
．
◆
邑
◆
邑
．
◆
曇
◇
5
◆
を
．
◇
．
弓
◇
…
．
◇
邑
．
◇
誘

瀞→L瀞・oL炉◇ゆφ酔φ雌◆勲・例博瀞◆“φ1仰◇1即◆雌φ圃N卜“陣小ひll博

具用職歴

　　　浅草通り五鳳会加盟店

漱会私快・田商店
東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

　　　電　話　　代表（841）4965

拶rひ。・ひ鞭・9ゆφ｛●・ゆゆ噌◇瀞・ひψφ蔚→・ゆφ壷→・硝ゆ劇・ひr脆ゆ壷→・1伊◆

r
毒
◆
も
◆
辱
◆
毒
6
塾
◆
犠
◆
毒
◆
毒
◆
寺
◇
奪
◇
争
◆
も

｛

山一の「サンライ巧は、ご家庭のパ

ソコンでリアルタイムの証券情報を

見ながらその場で売買注文もでき

る画期的なサービスシステムです；

●リアルタイム株価などの証券情報が得られます』

●株価チャートをご導いただけま魂

●ご家庭で株式の売買注文ができますも

ご利用時間　朝7：00～翌朝1：00
（日曜・祝祭日および第2・3土曜日はご利用になれませ編）

楽平日8：00－18：00崇土曜（第2・3を除く）8：00－14：00

「サンライン」専用お問合わせ電話（通話料金無料）

容（局番なし）0120－001234

お近くの山一謹券でもお問合わせ・お申込みを承りま丸

お気軽にご相談ください。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
キ

株
式
情
報
生
陥
纒
。

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
が
家
で
証
鯉
翼
翻
q
◎

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

癬｛

謹

瞬
間
ど
・
賜
桑
濯
，

舛
玄
．
鎗
、

　濡，，騨’ザ　’

鱗蕪議ii鵬

。隠題1

’クー鐙券
〒104東京都中央区八重洲2の4の1
魯（03｝276－3181（f七表）

パソコンでリア1レ丁零の証券情鞭や売買注文を。

　　　　　　su”・μ擢

一8一

昭
和
六
十
二
年
六
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
　
、

発
行
人
　
野
　
口
　
善
　
雄
　
　
発
行
所
　
財
団
法
人
　
　
全

日

本
　
仏
教
会

〒
一
〇
五

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
一
四

　
〇
＝
　
四
＝
　
　
九
一

＿　　｝　　Lヒ
（‘　喘　　　，

　　曽甲　　＿　〒凸
，

峯


